
長
時
間
過
密
労
働
の
ま
ま
定
年
延
長

か
２
０
２
３
年
度
に
60
歳
に
な
る
者
か

ら
定
年
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
定
年
延
長
が
完
成
す
る
ま
で
は
俸

給
月
額
は
７
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ボ
ー

ナ
ス
等
を
含
め
た
年
収
ベ
ー
ス
で
は
６

割
以
下
に
な
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、｢

働
き
方
改
革｣

の
目
玉
で
も

あ
る
長
時
間
過
密
労
働
は
依
然
改
善
さ

れ
な
い
ま
ま
で
す
。
多
く
の
教
職
員
か

ら
は｢

こ
の
待
遇
、
劣
悪
な
労
働
環
境
で

は
65
歳
ま
で
働
き
続
け
る
自
信
が
な
い｣

等
の
不
安
や
不
満
の
声
が
あ
が
る
の
も

当
然
で
す
。

定
年
延
長
を
見
越
し
、
勤
務
時
間
削

減
や
子
育
て
支
援
、
介
護
休
暇
等
の
施

策
の
拡
充
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ

の
実
現
は
北
九
州
市
と
教
育
委
員
会
の

使
命
で
す
。

一
定
の
改
善
は
あ
っ
た
け
れ
ど

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
は
、
健

康
で
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
労
働
環
境
実
現
に
向
け
、
47
の
要

求
項
目
を
挙
げ
て
交
渉
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
の
給
与
改
定
交
渉
で
は
、

病
気
休
暇
制
度
の
新
設
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
待
遇
改
善
、
不
妊
治
療
に
係

る
休
暇
制
度
の
新
設
な
ど
労
働
環
境
の

改
善
が
一
定
前
進
し
た
こ
と
は
評
価
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
ボ
ー
ナ
ス
の
０
．

１
５
月
分
減
額
、
多
く
の
教
職
員
の
働

き
方
に
関
わ
る
制
度
改
善
の
回
答
は
十

分
で
は
な
く
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

今
す
ぐ
で
き
る
改
善
を
早
急
に

小
学
校
で
は
病
休
や
年
休
で
休
ん
だ

場
合
に
学
級
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制
が

不
十
分
で
安
心
し
て
学
級
を
離
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
労
働
基
準
法
34
条
１
項
で
定

め
ら
れ
た
45
分
の
休
憩
時
間
（
6
時
間

を
超
え
、
8
時
間
以
内
の
労
働
の
場
合

は
少
な
く
と
も
45
分
の
休
憩
を
付
与
す

る
）
も
忙
し
く
て
と
れ
ま
せ
ん
。

他
に
も
穴
の
あ
い
て
い
る
教
職
員
の

補
充
、
研
究
授
業
の
あ
り
方
、
提
出
文

書
の
削
減
等
を
見
直
す
こ
と
で
働
き
方

は
随
分
改
善
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
制
度
を
改
正
し
な

く
て
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
教
育
委
員

会
に
は
、
そ
の
責
務
を
自
覚
し
早
急
に

実
効
あ
る
改
善
を
求
め
ま
す
。

全
教
北
九
州
は
、
今
後
も
教
職
員

の
待
遇
改
善
に
向
け
て
継
続
し
て
交

渉
を
行
い
ま
す
。
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給与改定交渉特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

休暇制度、会計年度任用職員の待遇で一定の改善

11
月
15
日
、
給
与
改
定
に
係
る
最
終
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
渉
を
重

ね
て
き
た
結
果
、
再
来
年
度
か
ら
の
新
し
い
病
気
休
暇
制
度
の
新
設
（
教
職

員
は
来
年
度
ま
で
経
過
措
置
が
継
続
）
、
不
妊
治
療
の
休
暇
制
度
の
新
設
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
等
を
実
現
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
身
近
な

要
求
で
あ
る
ボ
ー
ナ
ス
は
０
．
１
５
月
分
減
額
さ
れ
、
休
暇
制
度
の
拡
充
で

は
要
求
と
は
ほ
ど
遠
い
回
答
で
し
た
。
（
裏
面
に
詳
細
）

新聞 全教北九州
全教北九州市教職員組合
発行責任者 中川喜久子
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働
く
意
欲
向
上
に
は
ま
だ
遠
い

大
阪
砲
兵
工
廠

門
司
兵
器
製
造
所

（
門
司
区
）

｢

大
阪
砲
兵
工
廠
門
司
兵

器
製
造
所｣

は
古
城
山
西
麓
、

柁
ヶ
鼻
の
埋
立
地
に
１
８

９
４
年
に
兵
器
修
理
場
と

し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年｢

野
戦
首
砲
廠
門
司
兵

器
修
理
場｣

と
命
名
さ
れ
、

１
８
９
７
年
に｢

大
阪
砲
兵

工
廠
門
司
兵
器
製
造
所｣

と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

頃
に
は
鹵
獲
兵
器
の
解
体

も
業
務
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
１
６
年
小
倉
市

（
小
倉
北
区
役
所
か
ら
小

倉
北
消
防
署
付
近
）
に｢

大

阪
砲
兵
工
廠
小
倉
兵
器
製

造
所｣

が
開
設
さ
れ
る
と
、

小
倉
に
業
務
が
集
約
さ
れ

「
門
司
製
造
所
」
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
廃
止
後
も

建
物
は
解
体
さ
れ
ず
に
第

二
次
大
戦
終
結
ま
で
陸
軍

が
利
用
し
ま
し
た
。
国
土

地
理
院
の
空
中
写
真
か
ら

判
断
す
る
と
、
戦
後
も
一

部
の
建
物
は
解
体
さ
れ
ず

に
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

残
っ
た
建
物
は
１
９
７

３
年
開
設
の
「
ノ
ル
ウ
ェ

イ
海
員
教
会
」
建
設
の
際

に
解
体
さ
れ
、
教
会
と
駐

車
場
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
敷
地
は
「
ノ
ー
フ
ォ
ー

ク
広
場
」
（
１
９
８
６
年

開
設
）
の
一
部
と
な
り
、

教
会
は
北
九
州
市
が
管
理

す
る
「
国
際
海
運
会
館
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

▼
月
例
給
は
12
％
以
上
引
上
げ
る
こ
と

▼
一
時
金
を
引
上
げ
、
期
末
手
当
に
配

分
す
る
こ
と

▼
臨
時
教
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
料･

一
時
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

▼
再
任
用
の
所
得
は
、
年
収
ベ
ー
ス
で

60
歳
以
前
の
８
割
と
す
る
こ
と

▼
産
休
育
休
や
病
気
休
暇
取
得
者
の
代

替
を
教
育
委
員
会
の
責
任
で
完
全
に

配
置
す
る
こ
と

▼
事
務
補
助
を
全
校
配
置
に
戻
す
こ
と

▼
養
護
教
諭
を
複
数
配
置
す
る
こ
と

▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
支
援
員
を
各

校
に
１
名
以
上
配
置
す
る
こ
と

▼
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
研
修
を

十
分
に
お
こ
な
う
こ
と

▼
小
学
校
週
20
時
間
、
中
学
校
週
18
時

間
の
授
業
時
数
の
上
限
と
す
る
こ
と

▼
「
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」

の
条
例
化
は
行
わ
な
い
こ
と

▼
「
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
や
め
る

こ
と

▼
各
種
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と

▼
不
妊
・
不
育
治
療
休
暇
（
有
給
）
を

新
設
す
る
こ
と

▼
家
族
支
援
休
暇
を
新
設
す
る
こ
と

▼
現
行
の
教
職
員
評
価
制
度
を
中
止
す

る
こ
と

▼
評
価
結
果
と
処
遇
と
の
リ
ン
ク
は
廃

止
の
方
向
で
検
討
す
る
こ
と

▼
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
を
実
効
あ
る
も

の
に
す
る
こ
と

主
な
要
求
項
目



期
末
・
勤
勉
手
当
に
つ
い
て

０
．
１
５
月
分
減
額
（
人
事
院
勧

告
に
追
随
）
基
準
月
収
に
対
す
る
月

数
は
表
の
通
り
。

▼
支
給
日

２
０
２
１
年
冬
季

12
月
10
日

２
０
２
２
年
夏
季

６
月
30
日

早
期
希
望
退
職
の
実
施

▼
退
職
の
日

２
０
２
２
年
３
月
31
日

▼
対
象
者

退
職
日
現
在
45
歳
以
上
57
歳
未
満

の
正
規
教
職
員

▼
退
職
手
当
の
加
算

勤
続
20
年
以
上
の
教
職
員
が
対
象
。

加
算
額
は
、
退
職
時
の
年
齢
が
45
歳

の
者
を
45
％
と
し
、
以
後
１
年
に
つ

き
３
％
の
割
合
で
逓
減
し
、
56
歳
の

者
で
12
％
。

不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度

・
２
０
２
２
年
４
月
１
日
よ
り
実
施

・
有
給

・
会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
適
用

▼
要
件

教
職
員
が
不
妊
治
療
を
受
け

る
た
め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

▼
期
間
と
単
位

一
休
暇
年
度
に
５
日
（
１
日
、

半
日
又
は
１
時
間
単
位
）
の
範
囲
内
。

た
だ
し
、
体
外
受
精
や
顕
微
授

精
等
の
頻
繁
な
通
院
が
必
要
と
さ
れ

る
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
更
に

５
日
を
加
え
た
範
囲
内
と
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
特
別
休

暇
の
改
正･

新
設

２
０
２
２
年
４
月
１
日
よ
り
実
施

■
「
職
員
の
出
産
」
の
改
正

有
給
と
す
る

■｢

配
偶
者
等
の
出
産
」
の
新
設

（
有
給
）

▼
要
件

職
員
の
配
偶
者
等
の
出
産
に

伴
い
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

▼
期
間
と
単
位

職
員
の
配
偶
者
等
が
出
産
す

る
た
め
に
病
院
に
入
院
す
る
等
の
日

か
ら
、
当
該
出
産
の
日
後
２
週
間
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て

３
日
（
１
日
、
半
日
又
は
１
時

間
単
位
）
の
範
囲
内
。

■
「
職
員
の
育
児
参
加
」
の
新
設

２
０
２
２
年
４
月
１
日
よ
り
実
施

▼
要
件

職
員
の
配
偶
者
等
が
出
産
す
る
場

合
で
、
当
該
出
産
に
係
る
子
又
は
小

学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

子
を
養
育
す
る
職
員
に
お
い
て
、
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ

る
場
合
。

▼
期
間
と
単
位

承
認
の
期
間
は
、
産
前
産
後
の
期

間
に
お
い
て
５
日
（
１
日
、
半
日

又
は
１
時
間
単
位
）
の
範
囲
内
。

病
気
休
暇
制
度
の
改
正

（
不
便
に
な
る
改
正
）

２
０
２
２
年
４
月
１
日
よ
り
実
施

▼
取
得
単
位
の
改
正

１
日
、
半
日
又
は
１
時
間
単
位

▼
取
得
時
の
取
扱
い

１
時
間
単
位
や
半
日
で
も
、
病
気
休

暇
は
１
日
の
取
得
に
換
算
（
人
工
透

析
を
受
け
る
場
合
を
除
く
）

▼
昇
給
区
分
の
決
定
に
係
る
「
勤
務

し
な
か
っ
た
日
数
」
へ
の
換
算
や
勤

勉
手
当
に
お
け
る
勤
務
時
間
の
除
算

に
係
る
取
り
扱
い
は
1
時
間
を
積
み

上
げ
る
。
▼
た
だ
し
、
教
育
職
員
は

２
０
２
３
年
３
月
31
日
ま
で
１
時
間

取
得
の
経
過
措
置
が
継
続
す
る
。
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令
和
３
年
度
小
学
校
、
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
の
給
与
改
定
等
の
大
綱
に
つ
い
て
（
抄
）

11
月
６日
、
フィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
企
画

と
し
て
、
せ
ん
せ

い
の
学
校
「
城
郭

探
訪
」
を
行
い
ま

し
た
。

案
内
役
に
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て

文
化
財
の
調
査
と

保
護
に
携
わ
る
佐

藤
浩
司
（
日
本
考

古
学
協
会
員･

北

九
州
市
立
大
学
非

常
勤
講
師
）
さ
ん

に
お
願
い
を
し
ま

し
た
。

案
内
で
は
、
小

倉
城
の
主
要
部
分

が
、
篠
崎
方
面
か

ら
続
く
台
地
の
先

端
部
分
に
立
地
し

て
い
る
こ
と
、
堀

の
水
が
台
地
か
ら

の
湧
水
に
よ
り
真
水
で
あ
る
こ
と
、

工
事
の
時
期
に
よ
り
石
垣
の
工
法
が

違
う
こ
と
、
毛
利
氏
時
代
の
小
倉
城

が
う
か
が
え
る
場
所
が
あ
る
こ
と
、

堀
の
発
掘
調
査
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
市
長
の
厳
命
で
花
見
の
前
に
調
査

を
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
、
焼
失
し
た
天
守
閣
の
木
材
が

出
土
し
た
こ
と
な
ど
）
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

案
内
を
受
け
な
が
ら
、
小
倉
城
内

を
散
策
し
て
い
る
と
、
参
加
者
か
ら

「
ブ
ラ
〇
モ
リ
」
み
た
い
と
声
が
あ

が
り
、
久
し
ぶ
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

楽
し
く
、
興
味
深
い
話
の
一
方
で

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
天
守
閣
は
本
来
の
姿
で
は
な
く

見
栄
え
を
良
く
す
る
た
め
改
変
し
て

い
る
こ
と
、
長
大
な
石
垣
一
望
で
き

る
全
国
で
も
珍
し
い
場
所
に
カ
フ
ェ

を
建
設
し
た
こ
と
、
軒
瓦
に
小
笠
原

家
の
家
紋
を
入
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
、
史
実
に
基
づ
か
な
い
整
備
が
行

わ
れ
て
い
る
実
情
も
わ
か
り
ま
し
た
。

小倉城で｢ブラ〇モリ｣気分
フィールドワーク せんせいの学校「城郭探訪」（11月6日）

令和3年冬季の
期末・勤勉手当

令和4年夏季の
期末手当

正規職員 2.075月分 2.15月分

再任用職員 1.075月分 1.125月分

会計年度任用職員 1.275月分
冬季は引下げなし

1.20月分
冬季期末手当も同じ

期末･勤勉手当の基準月収に対する月数

天
守
閣
の
破
風
（
屋
根
の
三
角
部
分
）

は
、
本
来
の
天
守
閣
に
は
無
か
っ
た
こ

と
が
絵
図
に
よ
り
判
明
し
て
い
る

大
手
門
を
見
学
す
る
参
加
者


